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学習塾の社会史

一なぜ学習塾を見ないのか 一

渡 辺 稔（わ た なべ 総合教育研 究所）

1．問題の所在と研究課題

　多くの 子 どもたちは学校に通 うが、その なか

の 少なくない 子 どもたちは学習塾にも通 う。 現

在全国に 51，617 塾ある（1）とい われ る学習塾 に 、

小学生 7，011，870 人 の うち 25．9％ 、中学生

3，327，529 人 の うち 53．5％が通 っ て い る   。小

中学生人 口 計約 1
，
033 万人中、約 360 万 人が通

塾 して い る こ とになる。その 学習塾 は対価を得

て教育サービ ス を提供し、子 どもや親 は支払 う

対価 の 反対給付と して 、学力向上や進学達成 と

い っ た利益を得る者もい る。すべ て で はない に

しろ学習塾と子 どもたちの 間に は、何 らか の 社

会的交換関係が成立 して い る とい えよう。

　従来、マ ス コ ミなどの 学習塾関連報道 で は、

ど ち らか とい うとセ ン セ
ー

シ ョ ナル な批判や興

味本位 の 外形的側面が強調され、学習塾 の教育

課程やその 教授過程には 目が い きに くか っ た。

こ の 点 で学習塾 は、い わ｝）音箱化 してい た とも

い える。 だがそ の 内部過程に 目を向けると、学

習塾 の 教育活動は教科指導を主た る業務 と しな

が らも、単に そ の 範疇に 止 ま らず、多様な指導

理念に 基づ い た 子 ど もとの 相互作用が観察され

る。極度の 業績主義を主軸 とす る
“
学習塾文 化

”

の もと、学校教育に比 べ て は限定的で あ るが子

どもの社会化過程も見られる。学習塾 自体も何

らか の 共通性 で 括られた り対称性を帯び た 下位

グル
ープ に分類 され、ある種 の機能集団 と し て

成立 して い る。にも関わらず、管見に よ る限り

体系的な学習塾研究 はす こぶ る少 ない （3）。

　近年は 、 学習塾が公 立学校の 補習授業等に関

与 し連携す る など  、必ずし も学校対学習塾と

い う対立関係 だ けで 捉えられない 状況を呈 して

い る。学校 と学習塾の 諸活動 は 、公 然とそ の接

点を持ち始めて い るの で ある 。 こ の 半世紀に及

ぶ 生 涯学習社会 の 潮流を鑑み て も、学習塾 は い

くつ か の 教育的示唆を提示 して い る よ うに 思わ

れ る。ラン グラン の 提唱 した生涯 学習社会とは 、

学校般階を終えた成人 が一生涯学ぶ こ とを提唱

するもの であっ た。だが、一
生涯 とい う学習機

会の 時間的拡大だけで なく、イ リッ チ らの 「脱

学校論」 に見られ る ように、今や
一
学校の みが

学びの 場 とは い えない よ うな空間的拡大 とい う

事態が生 じて い る。フ リ
ー・ス ク

ー
ル や適応指

導教室、ホーム ・ス ク
ー

リン グ 、 あ るい は近年

よ く見られるようになっ た通信制高校の 生徒の

学習を支援する通称サポート校など と と もに、

学習塾もまた教育 「機会の網状組織」 の ひ とつ

として その 地歩を固めてきたとい える。

　他方、その ような学習塾が果た して
“
教育機

関
”

とい え るの か どうかとい う議論が存在する

こ と も事実で ある 。 学習塾 は利益追求の みを目

的す る経済行為 で しか ない とい う批判や、過度

な通塾によっ て 子 どもの 健全な成長を阻む必要

悪だ とす る批判 は依然 と して根強い 。学習塾を

とりまく議論は 、まだまだそ うした根元的な段

階で もある。

　以 上 の よ うな問題関心を踏まえ本発表で は、

学習塾 の 有 り様を社会史的視点 も交えて客観的

に俯瞰する こ とを第
一

の 課題 とす る 。 そ の こ と

を通 じ、学習塾を教育社会学的な視座か ら議論

の 俎上 にの せ る、その 布石 とす る こ とを 目指す。

2．学習塾の 社会史

　 『全塾連の 歴史』第 1巻 に よ る と、明治 45

年台東区浅草 に 島本龍太郎 氏 が 開 塾 した 「島本

時習塾 」が 記録の 残る最も古い 学習塾とされる。

浅草尋常小学校教員で あっ た島本氏 が 開い た こ

の 塾は 、地域の 子 ど もやその 親たちの 絶大なる

信頼を集めて い た。 中学受験の指導と並行 して、

夏期合宿や史跡めぐりを実施す る など、全人教

育を標榜す る学習塾で あっ た。 この 明治 45 年

か らさか の ぼ る こ と四半世紀、明治 19 年 に は

小学校令をは じめとす る教育関連諸法令が 公布

され た
。

こ の 学制改革に よ っ て、タテ マ エ とし
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て は国民すべ て に 立身出世の ル
ー

トが開かれた

と され る。そ の こ とに 呼応す る か の ように、す

でに明治末期には受験教育を意図した学習塾が

世 に胚胎 して い た とい え る。初代塾長の島本氏

は浅草区議会議員、東京市議会議員を歴任、戦

後引き継い だ 2代 目の 島本正氏 も文部省社会教

育審議会委員とい っ た公的な活動に従事するな

ど、一学習塾の 経営に 止 ま らない 諸活動 を して

い る。 昭和 63年、3 代目の 島本忠正 氏 が経営を

引き継 ぎ、そ の 後平成 14 年 に惜しまれ なが ら

閉塾して い る。こ の 他大正期か ら戦前 に か けて

は、「日本進学教室」や 「日土講習会」 な ど、数

は少 な い が い くつ か の 学習塾 が 各地 に 開塾 して

い る。だ が、第 2 次世界大戦の 戦況 が厳 し くな

ると
一旦廃業に追い 込まれる学習塾も少なくな

く、　 「島本時習塾 」 も例外 で はなか っ た 。

　こ うした黎明期の学習塾を うけて、現代の学

習塾像に よ り近づくの が戦後で ある。高木知 巳

氏の 「日本能率研究会」（昭和 22年）や鈴木仁治

氏の 「四谷大塚進学教室」 （昭和 29年）など、現

在も存続する進学塾が 開塾 して い る。社会の 安

定とともに続 々 開塾する学習塾につ い て 、『朝 日

ジ ャ
ー

ナル』誌（昭和 36年 7月 9 日号）は 「学習

塾は 必 要 悪 か 、塾ブーム を 打診す る」 と して 特

集記事を掲載するな ど、す で に学習塾が社会の

注目を浴 び る よ うに なっ て い た こ とが伺え る。

　全 国私塾連盟   の 設立 に 関 わ っ た 永峯良昭 氏

の 回顧録 『全塾連外史』に よ ると、昭和 35年 7

月、「日本進学教室 」の 長谷川弥平氏 らの 呼び か

けで 学習塾団体 を設立 す べ く、市 ヶ 谷 の 私学会

館に学習塾経営者が集まっ た。会合に先立 っ て

の 自己 紹介の 様子 を、永峯氏は次 の よ うに 記述

して い る。「自分 の 子 ど もを教 え て い た り、近所

の 二 ，三 の 子 どもの 学習をみ て い た素人が次第

に塾 を経営する よ うに な っ た もの や、珠算の 塾

に学習部を設けて始まっ たもの、ごく僅か で は

あるが 、戦前か ら塾を開 い て い た者 とい っ た

色 々 な発 生 に よ る塾が 参集して い た 」 とい う。

多様な出自を持っ 学習塾が 、我 が 国初の 学習塾

団体の 結成 へ と動い て い く様子 が描か れ て い る。

こ の 高度経済成長期 か らバ ブル 崩壊 ま で の 間に

は 、 乱塾時代 と揶揄 されなが ら、多数の 大手塾

や 中小塾が開塾 した 。 昭和 56 年 には、18，000

件を超える学習塾があっ たとされ る。

　 こ の時期以降の学習塾 の動向に っ い て は、業

界団体 の 記録、業界誌、そ してマ ス コ ミ報道等

に よる豊富な記録を参照する こ とが で きる。学

習塾 の 詳細な歴史的変遷 と近年の 状況につ い て

は 、当 日配布す る 資料 に て報告す る。

3．ま とめ

　現在学習塾は、社会の 多様化に柔軟に適応し

つ つ そ の 活動を進展させ て い る。先述 した学校

教育との連携、IT 時代に即応する教育方法の開

発、私立学校の 経営、更に は株式上場など、あ

る意味におい て は学校を凌駕する進化を遂げて

い る。また、塾生獲得 の ための 宣伝広告は、好

む と好まざる とに 関わ らず学習塾の 情報開示に

寄与 し、学校とは違っ た開放性を見せ て くれる 。

町 の片隅で は 、営々 と子 どもたちの指導をする

中小 の 学習塾が、地域の 根強い 支持を得て い る

こ とも各種調査（6）から明らか で ある。それで い

て学習塾 は、フ ォ
ー

マ ル な教育機関 で ある学校

教育を揺さぶ り浸食する
“
悪
”

なもの とし て
、

依然と して けむ たが られ る存在で もある 。 だが 、

肯定論、批判論い ずれ の 側面にお い て も、学習

塾研究は学習塾自体の 機能や構造を明らか にす

るの みならず、こ れまで教育社会学が研究対象

と して きた学校教育を、新たな視座 か ら照射 し

相対化する契機 となる こ とも期待 され る。

〈注 〉

（1）総務省 「事業所統計調査報告」 2006年版に よ る。

（2）人 口規模は、文部科学省 「学校基本調査」 2007年度

　 版 に よ る。通塾率 に関す るデ
ー

タは い くつ か あ るが、

　 本稿では 文部科 学省 「子 どもの 学校 外で の 学習活動

　 に 関する実態調 査報告」 （2008 年）によっ た、

（3）主な先行研究に つ い て は 当 日配 布資料に 記載す る。

（4）現在、学習塾 と学校 との 連携事例 は十指に余る。

（5）昭和 35年 12 月 に発 足 した我 が国初 の 学習塾団体。

（6）文部省 「学習塾等に 関す る実態調査」 1993，（社）全国

　学習塾協会 「全国教育白書11998 を参照され たい。
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